
今月の読み物

マイ包丁とマイピーラー
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　料理が趣味……と言うほどではありませんが、料理は好きで時々作っています。こだわる性格なので、
そのためにマイ包丁とマイピーラーを持っていますが、包丁は高知県で講演を頼まれた際に高知の知人
に紹介された店で買い求めたもので、通常の包丁は刃先だけが固い鋼なのに対し高知の包丁は全てが鋼
で、研いで研いですり減っても最後の最後まで使えると聞いて、お土産に買ったものです。確かによく
切れる……結局、お土産ではなく「マイ包丁」になり、使っていました。買ったのは30年以上も前。よほ
ど固い鋼なのか、全然刃が減らない。おそらく100年以上は使えるだろうと家族にも使用を許可。とにか
くよく切れるので、妻も喜んで使っています。でも、研ぐのは私……砥石で丁寧に研いでいます。
　日本中には包丁の有名な産地は沢山ありますが、大体が元は日本刀を作っていた地域で、戦国時代が
終わり刀の需要が減る中、包丁やハサミなどの刃物の生産に移行したのだと思います。高知県と言えば
坂本龍馬。剣豪としても知られた龍馬の里は優れた包丁の産地となったのでしょう。
　さて、「マイ包丁」はわかるけど、「マイピーラー」って何？ピーラーはダイコンやニンジンなどの皮を
剥く道具ですが、ビートたけし氏の番組で、合羽橋の料理道具専門店が開発したピーラーが画期的で、
少しの力で薄く皮が剥けるという事で、試したビートたけし氏も「すごい！本当だ」と驚いていました。
　これは買わなくてはと、数カ月後にたまたま合羽橋近くに行く機会があったので、その店を探し出し
て訪ね、「このピーラー、5つ下さい」と言うと、ビートたけし氏の番組で取り上げられて以来、客が殺
到して生産が間に合わないので、おひとり様 1つでお願いしますと言われてしまいました。よく切れる
刃は職人の手作りなのだそうです。
　 5つと言うのは我が家、長男の家、長女の家、会社の食堂に 2つの合計なのですが、 1つでは我が家
の分しかない……まぁいいか、とりあえず使って
みようと買い求め、さっそく使ってみると評判に
たがわず素晴らしい切れ味。また買いに行かなく
ては。でもあと 4回も行くのは嫌だなと思いつつ、
もう 1年以上が経ってしまいました。
　プロの料理人は道具にこだわると言いますが、
プロではなく素人でも、道具の大切さは変わりま
せん。むしろ、素人の方が良い道具が必要なのか
も。
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旅先で
　羽田空港に到着し集合場所に行くと今回の旅行参加者は 7名（60歳台後半から70歳台中心）で添乗員 1
名の計 8名のアットホームな集団でした。添乗員さんに今回スマホを持っていませんと伝えたらビック
リされました。 8名中スマホを持っていないのは私だけでした。今回の旅行では、機内にいるときは一
に睡眠、二に読書、三に機内サービスの音楽鑑賞をして時間を潰しました。バス移動時は、ガイドさん
の説明を聞く、風景を眺める、疲れたら眠ることを繰り返しました。日中は観光し、ホテルに帰るのは
21時前後になることが多く、シャワーを浴び、すぐ就寝です。バスのエアコンの設定が低く妻も私も新
年早々風邪をひいてしまいました。ホテルのテレビはNHKしか映りません。日本で何が起こっているの
か全く分かりません。大きな災害や事故が起こらない限り、海外では取り上げてくれません。紅白歌合
戦は放送していました。残念ながら箱根駅伝は日本テレビなので見ることができませんでした。結果を
他の参加者からお聞きしました。青学、強いな。移動、観光、食事、ホテルに戻ることを繰り返してい
ると特にスマホが無くても不便は感じませんでした。確かに翻訳機能を利用して現地の方に質問してい
る方もいましたが、機械に頼りすぎると現地のちょっとした挨拶も覚えません。日本人だけでなく、海
外の人もスマホと睨めっこしています。スマホ依存症ですね。皆さんも一週間のうち一日くらい、休ス
マホ日を作ったらいかがでしょうか？時間がゆっくりと流れます。

アンコール・トム アンコールワット

チャンアン（世界複合遺産）トンレサップ湖の夕陽
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